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1．国際行政学会創立 90 周年記念大会概要 

2020 年の国際行政学会（International Institute of Administrative Sciences: IIAS、以

下、「IIAS」とする。）創立 90 周年記念大会の概要は以下のとおりである1。4 日間の大会期

間中、各種研究報告が行われるとともに、合間を縫うように総会及び管理委員会等 IIAS の

運営に関する会議も併せて開催された。また、初日には学会創立 90 年を記念する会合が開

催された。2019 年シンガポール大会の時点で紹介された当初の予定では、本大会は 2020 年

6 月にベルギーのブリュッセルにて開催される予定で現地歓迎ビデオ等も上映されたが、

2020 年度初頭より世界に蔓延した COVID-19 の影響で世界的に移動が困難なことから、時

期をずらしたうえでオンライン（Zoom を活用）にて開催された。 
 

【IIAS90 周年記念大会概要】 

日程 2020 年 12 月 15 日（火）～12 月 18 日（金） 
開催地 オンライン（Zoom） 
参加者 61 か国約 270 名 

出典：IIAS 事務局資料を基に行政管理研究センター作成 
 
今回の大会では、61 か国から約 270 名の参加者があった2。 
なお、12 月 18 日の管理委員会において、2021 年度の大会は、2021 年 7 月 26 日～31 日

に南アフリカの温泉保養地ベラベラにて開催されることが決定した。いまだ収束が見えな

いコロナ禍の状況により、開催は対面とオンライン上でのハイブリッド方式で開催される

予定となっている。 
 
2．研究大会報告内容 

（1）全体テーマ 

本大会の全体テーマは、「気候変動対策に向けたパブリック・ガバナンス（Public 
Governance for Climate Action）」である。地球温暖化環境変動への対応は 1992 年の気候

変動枠組条約に始まり、1997 年の京都議定書に始まる様々な国際的取り決めが結ばれ、

2015 年に締結されたパリ協定の本格運用が 2020 年から始まっているところである。こう

した国際的な流れに対応して、IIAS でも「気候変動対策」に関する議論がテーマとして掲

げられた。 
過去の IIAS の研究大会を見ても、2017 年のエクサン・プロヴァンス（フランス）大会で

は「移民・難民問題」がテーマとして議論され、2018 年のチュニス（チュニジア）大会で

は、「統治機構のレジリエンス（弾力性）：努力、適応、維持」が議論され、2019 年のシン

                                                  
1 IIAS ウェブサイト https://www.iias-conference2020.org/（2021 年 3 月 25 日最終確

認、以下の URL も同様。） 
2 2021 年 1 月 31 日付 ’IIAS Agenda’ 記載の大会開催報告による。 
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ガポール（シンガポール）大会では、国際連合が掲げる SDGs 実現に向け「効果的で、説明

可能な、包括的ガバナンス（Effective, Accountable and Inclusive Governance）」が議論さ

れたように、国際社会が課題とするテーマについての議論を重ねてきた。 
本大会においても、SDGs の重要なポイントとしても指摘される「気候変動対策」につい

て、行政がどのような役割を果たすべきかが議論された。また、本大会の開催自体にも大き

な影響を与えた COVID-19 対策に関しても多くの検討が持たれた。いずれも行政内部の管

理に留まる問題ではなく、行政と社会とそれぞれの機能を果たすことでのみ解決につなげ

ることが可能となる課題であり、行政に関する学術と実務の統合的な議論を行ってきた

IIAS においては当然のテーマ設定であり、これらの課題に対して行政がどのように対応し

ていくべきかという課題について検討が行われた。 
 

（2）全体会合 

 例年の研究大会では、開会式をはじめとするいくつかの全体会合がもたれているが、本大

会ではオンライン開催という都合もあってかと思われるが、全体会合は例年より少なくな

っていた。例年開催されてきた開会式とそれに続く基調講演、IIAS に多大なる貢献をした

方を顕彰するブレバン記念講演、研究総括及び閉会式といった全体会合は行われず、IIAS90
周年を記念するセッション3及び現在の課題である「気候変動対策」及び「COVID-19 対策」

についての全体会合のみが開催された。 
 

（3）分科会 

 IIAS の研究大会においては例年数多くの分科会が置かれ、様々な議論が交わされている。

本大会においても、大会プログラム上で確認できる限り 36 のセッションが開催された。分

科会において最終的に報告された論文数については例年事務局から総括の報告がなされる

が、今回は開催形態の違いからか 2021 年 3 月時点ではその本数や分野別内訳についての報

告がないため詳細は不明であるが、例年に比べると分科会の数も少なく、やはりオンライン

というこれまでと異なる開催形式がまだ浸透してないことが要因であるように見受けられ

る。それでも、分科会は同時並行的に進められ、最大 5 部会が同時に開催される等大会期間

中は常時複数の分科会が開催された（同時に開催される分科会数も例年よりは少ない）。 
 サブテーマ及び公開セッションの各分科会における発表者は事前に大会ウェブサイトに

報告概要及び論文を掲載することとなっており、参加者は事前、事後にこれらの論文を適

宜参照することが可能となっている。本調査研究では、大会ウェブサイトに掲載された報

告論文のなかで、本大会メインテーマに関係するもの及び我が国の中央政府における行政

管理に有意であると考えられる論文を中心に、以下にピックアップした。なお、これらの

                                                  
3 本セッションを踏まえて IIAS90 周年に際しての記録・寄稿集がまとめられている。 
https://iias-conference2020.org/report.php 
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論文は大会ウェブサイトの研究大会参加者にのみ閲覧が許されたページにて提供されてい

るものであり、その大半が「未定稿」として引用、参照を認められていない資料である。 
 
 Evi Dramalioti, 「気候変動対策のためのパブリック・ガバナンス」 
 Staffan Andersson and Helena Ekelund, 「グッドガバナンス状況下における公的部

門の倫理マネジメントの促進と調整：スウェーデンの事例」 
 Dr. Angela Bourbouli, 「組織において気候変動の緩和と適応へのポジティブな影響を

与えるために変革型リーダーに必要なコーチングスキル」 
 Owen Podger, 「公務員の専門性における予期せぬ変化と、変化後の高度な専門性の不

在について」 
 Valiquette L’Heureux, 「石油及びガス産業における倫理、信頼性、リスクの発見：

カリフォルニア州における予防効果管理システムの評価」 
 
（4）報告内容の分析と我が国の行政管理への示唆 

以下では、上記に抽出した諸論文及び本大会のメインテーマである「気候変動対策に関す

るガバナンス」をはじめとする本大会の諸議論を踏まえ、今回の研究大会での報告内容等を

総括する。 
本大会においてメインテーマとして検討されたのは、気候変動への行政の対応や COVID-

19 への対応実例である。2017 年の IIAS プロヴァンス大会で話題となった難民や移民の問

題に限らず、行政を取り巻く環境は大きく変化している。こうした状況の中、国民・市民の

ニーズも様々に変化する中で、行政が対応していくことは容易ではない。我が国をはじめと

する先進国においては、高齢化・高福祉化に伴う財政面負担の増大が大きな課題となってお

り、我が国においても「持続可能な社会保障」が議論となるなど、統治システムの維持は大

きな課題となっている。 
分科会においてはこうした事例にとどまらず、社会環境の変化に対して、各国の統治シス

テム・行政システムにどのように対応しているのかについて議論がなされている。例年の研

究大会では、メインテーマの他、伝統的な行政管理の手法や、近年の行政学及び行政運営に

大きな影響を与えてきた NPM やその後の行政管理理論に関する論考、近年我が国でも話

題となることの多いガバナンスに関する論考、さらには各国において個別の行政課題にど

のように対処しているか等かについての報告がなされてきた。NPM についても、行政学研

究の場では既に時代遅れのものとなりつつあるといえるが、現実の行政への行政理論の適

用という面で考えると、まだ NPM に基づく行政運営の手法は根強く残っている。このよう

に、理論だけの検討ではなく、理論が現実にどのように適用されているかについて、研究者

と実務家（各国政府関係者等）が同じ場所で双方の立場から議論できるという点は、この

IIAS の強みである。ただ、残念であったのは、オンライン開催という制約から、本大会に

おいては、同じ場所での議論・交流は難しく、そのためもあってか、全体的に研究成果は低
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調であったと言わざるを得ない（なお、例年同様日本人研究者による報告も複数なされたが、

主として日本の事例紹介を含む研究であり、こうした我が国の行政の実践例を国際的に発

信することの重要性は非常に高いものの、それを我が国に紹介することの意義は大きくな

いと考えるため、本報告では取り上げていない）。ただ、こうした状況は、今回の大会が

COVID-19 の世界的拡大の影響下において、日程変更の上、急遽オンラインでの開催とな

ったという事情は考慮に入れるべきであり、今後の大会がオンラインで開催される場合、そ

の問題点は改善の方向に向かうことは想定される。メインテーマに限らず、行政をめぐる

様々な研究動向について国際学会等で収集することの意義は大きい。さらには、今回はオン

ラインという限定的な形であったが、こうした国際学会に参加することによって海外の研

究者と直接交流することの意義は極めて大きいといえる。 


